
 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカの大学生と 

交流しました！！！ 

この夏、一生に一度しかできない体験
をさせてもらいました。それは、世界のハーバード大
学の学生と一緒に大分の名所を観光するということ
です。ハーバード大学から７名の学生が夏休みの１週
間、日本の小中高生に英語を教えるというセミナーの
ために大分県に来ていました。セミナー後の４日間は、
日本の文化に触れるために、茶道や武道などを体験し、

大分県の観光スポットを
回るというプログラムに
なっていました。そして、
私たち８名の芸文短大生
が、その観光案内のボラン
ティアとして交流するこ
とになりました。 

１日目は宇佐神宮、２日
目は別府の地獄めぐり、大

分のうみたまごと高崎山という日程でした。最初は緊
張していましたが、２日間の観光で、生まれ育った国
や話す言葉が違ってもとても仲良くなれたような気
がします。ハーバードの学生７名とお別れするときは、
寂しさを覚えました。ほんの短い間でしたが、それぐ
らい楽しかったです。彼らは私が喋る間違った英語で
も、優しく聞き取ってくれて、話も振ってくれました。
私が英語を好きな理由は、世界の人々とお話ができる
と思ったからですが、今回の交流はもう一度その想い
を強くさせてくれました。ありがとうございました。 

国際文化学科２年 

 出口 英 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hiroshima Peace Camp 参加報告 

       

 毎年 8 月6 日、広島の平和記念式典に出席する
ため、世界中からが集まります。そうした人々のた
めに無料でキャンプサイトを提供するのが
Hiroshima Peace Camp。芸短からボランティア
として参加するのは、今年で３年目です。 

今回、国際総合学科から参加したのは１年生の柏
木和さんと河野あとり
さん。広島の街歩きツ
アーでは、原爆ドーム
や平和記念資料館、平
和の子の像、広島城内
の中国軍管区司令部跡
など、原爆に関わる施
設を見学しました。ま
た８月６日（火）の式典当日には、キャンプの参加
者が作った千羽鶴を「原爆の子の像」横の折り鶴ブ
ースへ捧げました。 

既にスタッフが何度もミーティングを重ね、準備
を進めていましたので、芸短の学生の仕事はそれほ
ど多くありませんでしたが、さまざまな人と出会い、
平和について考える貴重な機会となりました。 
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ボルネオ植林と国際交流～大分県民の森を作る～ 

私は8月22～26日に、

NPO法人「緑の大地の会」

主催の、ボルネオで植林

を行うボランティアに参

加し、初めての海外と植

林を体験しました。植林

の目的は「熱帯雨林の再

生を図ることで地球温暖

化防止に寄与する」ことですが、「１人20本の苗を植

えたとしても直ぐに効果が出るのか？」と思っていま

した。しかし、16年前に日本人の植えた木が逞しく

成長している様子を見て、「意味がないことはないん

だ」と感じました(写真の木です)。たった20本でも私

が植えた木は直ぐに成長し、熱帯雨林の一部になりま

す。同じように、私達が行っていることは小さいけれ

ど、いつかは大きくなり、決して無駄にはならないの

だと感じました。 

国際総合学科 1年    

          柳田 真智子 

秋のイベント情報 

＊国際理解ワークショップ 

「ケータイ」を通して考える 

私たちと世界のつながり 

10 月 13日（日）13：00～14；30 

＊学生と一緒に考える国際理解ワークショップ 

～世界の貧困問題と私たちに出来ること～ 

10 月 13日（日）15：00～17：00 

＊第４回 大分国際車いすマラソン交流イベント 

「大分から世界へ、廣道純選手の挑戦」 

１０月１８日（金）18：30～20：00 

＊「動物の命を考える」シンポジウム 

１０月２６日（土）14：00～16：00 

＊第１期 「ヨーロッパ講座」 

１０月３０日～１２月４日の毎週水曜日 

※１１月２０日は除く 

18：40～20：00 

（４０分の講義２コマ） 

 

 

 

 

韓国語学実習に 

行ってきました！！！ 

私は韓国語学実習に参加して、様々な事を学びまし

た。今回の実習では、高麗大学に 3 週間通って授業を

受けました。素敵な先生方と楽しい仲間と共に、韓国

語の文法や表現方法を詳しく知る事ができました。ま

た授業が終わった後は、

高麗大学の学生と共に

ご飯を食べたりキムチ

作りをしたり、とても

面白い文化体験をたく

さんさせてもらいまし

た。 

 今回の韓国語学実習では、韓国語だけでなく、韓国

の文化や人との交流もたくさん行われました。毎日の

生活の中で文化の違いや不便さを感じて少し苦しく

なったとき、高麗大学の先生方やゲストハウスの管理

人さん、隣の店のおばさん、おじさんの優しさにいつ

も救われました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

そして、私はこの語学実習において、大切な友達を

作ることができました。毎日一緒に勉強して生活した

皆は、本当にかけがえのない仲間です。これからもこ

の韓国語学実習で得た素晴らしい思い出と仲間を大

事にしながら、一緒に韓国語の勉強を頑張りたいと思

います。            

国際総合学科 1 年 

井上万由子 
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